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Automotive Research and Testing Center（ARTC）
は台湾政府と現地産業界によって1990年に
設立されました。台北から南に約200 km離れ
た彰化に自動車試験設備を擁しています。

NPOであるARTCは、台湾国内や輸出に適し
た製品を製造できるよう、台湾だけでなく
その他の国の自動車製造業者やそのサプラ
イヤを助けることを目的とし、先進の自動
車技術開発に尽力しています。

成功までの道のり
台湾での自動車産業の発展の始まりは、50

年以上前にさかのぼります。1972年、台湾
政府は自動車産業をサポートするために一
連の政策を実施しました。それにより、自
動車産業は急速に発展し、台湾の産業発展
に大きく寄与しました。そして、国内市場
のみならず、輸出市場においても、大きな
発展を遂げました。台湾の自動車産業は
今、転換期に差し掛かっており、ARTCは
製造業者と政府、その他の研究機関とを結
ぶ重要な役割を果たしています。

設備
ARTCは台湾の西、海岸沿いの129ヘクター
ルを有しています。12の先進研究所は、顧
客の製品の品質改良を助け、車両やその部
品に対して国際的に認められた試験や認証
サービスを提供し、自動車関連の規格規制
について台湾政府に助言しています。ARTC

では、以下の技術に着目しています：

・環境保護と燃料消費
・衝突実験研究開発
・電磁適合性
・疲労と耐久性
・コンピュータを用いたエンジニアリング
・校正試験所
・CAEセンター
・騒音・振動・ハーシュネス（NVH）

テストコースには、3.6 kmの高速周回路、
通過騒音試験トラック、NVH路面テストト
ラック、Belgium road（Pave）、一般耐久性
試験トラック、一般性能試験トラック、ブ
レーキ性能試験トラック、惰行試験トラッ
クなどの幅広い種類のテストコースや路面
があります。

ARTCの高い技術力を持ったエンジニアは、
初期設計コンセプトの形成から最終的な製
品検証まで、車両だけでなく、多くの工業
製品事業支援プロジェクトのために働いて
います。

NVH試験
ARTCの騒音振動部門のリーダーであるJove 

Pan氏は次のように述べています。「自動車
のNVH性能への注目は高まっています。自
動車メーカーは彼らの自動車を市場に出す
に当たり、NVHが主要なファクターである
と考えています。」ARTCのNVH施設には、
エンジンNVHおよびフルビークルNVH試験
のための2つの半無響室があり、どちらも暗

騒音は20 dBA、カットオフ周波数は125 Hzで
す。フルビークル用の部屋には、2輪のシャ
ーシダイナモ、エンジン用の部屋には小型
エンジン試験（100 kWまで）のためのエン
ジンダイナモが備えられています。ARTC

では、これらの施設を使用して、自動車、
二輪車、およびその他のさまざまな製品に
おいて、NVH騒音源の特定、原因の究明、
製品検証を行っています。通常、ARTCのエ
ンジニアは試験とCAEを組み合わせて製品
NVHの改良提案を行っています。

Jove氏は続けます。「我々が行う試験の約
50%は乗用車やSUV（sports utility vehicles）
で、その他は主に二輪車です。自動車メー
カーは、高い基準を自らとそのサプライヤ
に課しており、我々の主な業務はこれらの
ターゲットレベルを設定するためのベンチ
マーク試験です。次のステップでは、車両
試験結果に基づいて問題を特定し、原因究
明に基づいた問題解決方法を提案すること
で、ターゲットNVHパラメータを達成する
手助けをします。」

ARTC

ARTCの半無響ダイナモ内での
Jove Pan氏（左）とYung-Hong Wu氏（右）

ARTCのNS-STSFシステムとアレイ 
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加えて、ARTCのNVH部門は、通過騒音試
験に関しても責任を負っています。台湾で
は、ECE R51やR41に合わせられた規制が
あります。テストコースには、ISO10844

トラックがあり、ブリュエル・ケアーの
通過騒音計測システムが導入されていま
す。ECE R117 タイヤノイズ試験にも対応
できます。Jove氏は続けます。「自動車の
パワートレインノイズが低減され、タイヤ
と路面との相互作用による騒音の低減が交
通騒音の低減に重要な分野になった現在、
タイヤノイズは、注目すべき問題になって
います。」

信頼できるパートナー
ARTCでは、ブリュエル・ケアーの装置が
15年以上にわたって使用されています。環
境エネルギー問題部門のマネージャである
Tsay-Fu Chen氏言います。「ブリュエル・ケ
アーは我々に装置を提供するサプライヤの
うちの一社であり、その装置の性能には大
変満足しています。ブリュエル・ケアーは
NVH技術革新とアプリケーションでよく知

られています。我々の質問に対しての常に
優れた対応も高く評価しています。」

Tsay-Fu氏は続けます。「我々は、2035型 2

チャンネルアナライザを2台所有しています
が、FFTやCPB、音響インテンシティ計測に
頻繁に使用されています。ブリュエル・ケ
アーの2035型は特定の用途においては、他
の分析器と比べても依然として多くの強み
を持っています。」

PULSE
ARTCの騒音振動部門のシニアエンジニアで
あるYung-Hong Wu氏は解説します。「我々
がPULSEを主要NVHデータ収集プラットフ
ォームに選んだのには、多くの理由があり
ます。ひとつは、ブリュエル・ケアーをこ
れまで使用してきたこととソリューション
の堅牢さです。そしてもうひとつは、その
順応性です。PULSEシステムはモジュール
式で、用途の複雑さに応じて拡張が可能で
す。さらに、たくさんのチャンネルが必要
なときにはフロントエンドを組み合わせて

スクーター パワートレインのブロック応力 試験対象物上に表示された音源の寄与マップ

簡単に使用することができ、少ないチャン
ネルでよければ、フロントエンドを個々に
使用するだけです。PULSEの最も優れた点
は、リアルタイムに試験データを見ること
ができ、保存しておいたデータのポスト処
理も、非常にフレキシブルだということで
す。」

Yung-Hong氏は続けます。「我々は、エンジ
ンノイズ問題の解決のため、騒音源を順に
特定するのに、PULSEベースのNS-STSFと
マイクロホンアレイを用いた音響ホログラ
フィを頻繁に使用しています。測定対象物
や対象周波数域に応じて、マイクロホンが
最高周波数の半波長をカバーするように、
異なるサイズのマイクロホンアレイを使用
します。画像を組み合わせるためのプログ
ラムも独自に開発しました。それにより、
全ての寄与マップをひとつの画像に表示す
ることができます。最も支配的な音源を特
定するのに、さらに便利になりました。」

今後の関係
ARTCでは、通過騒音試験システムをブリ
ュエル・ケアーの3560-B 型 PULSEシステ
ムへと更新しているところです。ブリュエ
ル・ケアーの台湾オフィスでは、Visual Basic

によるインタフェースの開発を行っていま
す。Visual Basicによるこのインタフェース
により、オペレータは試験前に車両の仕様
を入力し、試験中にPULSEシステムのデー
タ収集をコントロール、試験後には試験レ
ポートを作成することができます。現地オ
フィスによってソリューションのカスタマ
イズが可能なことは、計測機器を評価、選
択する際に重要な要素です。ARTCでは、今
後もブリュエル・ケアーとの協調関係を続
けていくことを望んでいます。



顧客満足度調査により、改善の必要がある
のはサポート、特に問い合わせへの対応に
あると我々は特定しました。貴重な時間を
割いて調査にご回答頂いた皆様に感謝致し
ます。皆様に適切な解決策や優れた顧客ケ
アをご提供するにあたり、皆様からのフィ
ードバックはかけがえのないものです。

対応速度の改善　― PULSEソフトウェアメ
ンテナンスサポート契約の利点
調査結果より、PULSEのバグ対応が非常に
重要であり、改善すべきであることが明ら
かになりました。お客様の満足度を高める
ために、バグ対応サポートの新しいプロセ
スを導入しました。

そのプロセスの第一段階として、PULSE

ソフトウェアメンテナンスサポート契約を
お持ちのお客様からバグ関連の不具合のご
報告があった場合に、その問題を適切に評
価、分類します。今後、必要な時にご参照
頂くための確認書とサービスタグをお送り
します。専門家のチームが事態の重大性お
よび考えられる原因を分析し、お客様のリ
クエストへの対応方法を、確約をもってご
連絡します。例えば問題が深刻である場合
には組織から要員を割り当て、お客様側の
要員と専門的態度のもとに効率的にご協力
し、事態改善に取り組みます。

問題がどのような分野で起こっているにせ
よ、我々は問題処理にいかなる混乱も生じ
ないよう努めます。各地域内の支援がより
効率的になっただけでなく、お客様の問題
への対応がより効率的になったと実感して
頂けることを願っております。

容易なリクエスト登録
技術サポートのリクエストが適切に登録さ
れたかどうか確認し、確かなサポートプロ
セスをご利用いただくためには、サービス
タグをご参照ください。PULSEソフトウェ
アメンテナンスサポート契約をお持ちであ

れば、このサービスタグのID番号により、
開始した事例の状況を確認することができ
ます。

リクエストがローカルのサポートチームで
解決できなかった場合には、デンマークの
国際チームが適切な解決策の発見に協力し
ます。このチームはアプリケーションや製
品のスペシャリストと緊密に連携してお
り、お客様からのリクエストのうち３分の
１はこのチームが担当しています。

ブリュエル・ケアー社員の10%以上がカス
タマー技術サポートに従事
PULSEソフトウェアメンテナンスサポート
契約をお持ちであれば、測定分析の後処理
や一般的解決策・ご質問等に関するアドバ
イスや支援だけでなく、PULSEの構成やプ
ロジェクトのセットアップに関しても、電
話で支援いたします。

全世界のブリュエル・ケアー社員のうち
100人以上がカスタマー技術サポートに従
事しており、毎年2万件のサポートリクエ
ストに対応することにより経験を蓄えてき
ました。これら高いスキルを持った技術者
はお客様と電話越しに対応するローカルサ
ポートの専門家ですが、その舞台裏にはグ
ローバルな人的資源が控えています。現在
までに8000以上のPULSEシステムが販売さ
れており、技術サポートチームの大多数が

PULSE関連の問題を解決するスキルや専門
性を備えています。お役に立てる答えを効
率的にご提供するため、現在40000件のQ&A

からなる国際データベースを利用していま
す。PULSEアプリケーションのスペシャリ
スト達は、毎年各地のオフィスからブリュ
エル・ケアー本社に集まり、最新のPULSE

の機能強化を把握し、知識を蓄積していま
す。

お客様が顧客満足度調査にご参加いただい
ているか否かに関わらず、お近くのブリュ
エル・ケアーを通じて、我々のサポートに
関するご意見やフィードバックをご提供い
ただければ幸いです。それらのご意見・フ
ィードバックから、より適切にお客様の必
要性に対応し、高品質なブリュエル・ケア
ーのソリューションをご提供し続けること
が可能となります。

PULSEソフトウェアメンテナンスサポート
契約により、多数のアプリケーションや試
験構成を持つ8000のPULSEシステムから経
験を積んだスペシャリストの国際ネットワ
ークにアクセスできるようになります。

技術サポートにより、専門のサポートエン
ジニアと連絡を取りながら問題を解決する
機会が得られます。

PULSEソフトウェアメンテナンスおよびサ
ポート契約により、お使いのPULSEアプリ
ケーションに適用可能なリリースの権利が
得られます。
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販売後の技術サポートを引き続き重視



これから計画されている展示会やカンファ
レンスで、我々は技術論文発表をし、最新
の音響振動測定と分析に関する製品やシス
テムのデモを準備しています。

Aeroacoustics Conference 2008
May 5 – 7, Vancouver, カナダ

Automotive Testing Expo/Europe
May 6 – 8, Messe Stuttgart, ドイツ

AES
May 17 – 20, Amsterdam, オランダ

JSAE Pacifico 自動車技術展 / 人とくるま
のテクノロジー展
May 21 – 23, 横浜, 日本

Maya/UGS show
June 1 – 5, Orlando, Florida, アメリカ

Styrian Noise, Vibration & Harshness 
Congress 2008

June 4 – 6, Graz, オーストリア

Acoustics ‘08 Paris
June 29 – July 4, Paris, フランス

ICSV
July 6 – 10 Daejeon, 韓国

Noise-Con 08
July 27 – 30, Dearborn, MI, アメリカ

NCSL International
August 3 – 7, Florida., アメリカ

ISMA 2008
September 15 – 17, Leuven, ベルギー

Automotive Testing Expo/China
September 17 – 19, Shanghai, 中国

Aerospace Testing Russia
September 23 – 25, Moscow, ロシア

AES 125
October 2 – 5, San Francisco, アメリカ

Hörgeräteakustiker-Kongress
October 15 – 17, Leipzig, ドイツ

AutomotiveTesting Expo/NA
October 22 – 24, Novi, MI, アメリカ

ATZ-MTZ Konferenz
October 23 – 24, Rastatt, ドイツ

Inter-Noise 2008
October 26 – 29, Shanghai, 中国

SAVIAC Shock & Vibration
November  9 – 13, Orlando, Florida, アメリカ

展示会やイベントに関する詳細はブリュエ
ル・ケアー・ジャパンにお問い合わせくだ
さい。

展示会・カンファレンス
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私どもの最新のイノベーションであり、
成長を続けるハンドヘルドアナライザの
ファミリーに加わった2270 型を紹介しま
す。極めて高度な、強力かつ多機能なハ
ンドヘルドアナライザです。

3つの重要で特有の機能
特徴的な外見を持つ2270 型は、音響振動
の専門家にとって強力なツールボックス
となるいくつかの重要な機能を内に秘め
ています。それは以下のものです：
・デジタルカメラ内蔵
・2チャンネル測定能力
・P Cへの高速データ転送、2270 型のリモ
ートコントロールとモニタリングのため
のLANおよびUSBインタフェース内蔵

究極の多目的
2270 型は多くのアプリケーションソフト
ウェアモジュールを誇り、必要な時に、
必要なものを、個別にライセンスするこ
とができます。現在可能な測定ソフトウ
ェアは以下のとおりです：
・サウンドレベルメータ（騒音計）
・リアルタイム周波数分析
・ロギング（騒音レベルプロファイル）
・音響および振動信号の記録
・建築音響
・トーンアセスメント（純音評価）

2270 型は、今日の広範囲におよぶ音響振
動測定に対する要求を、ブリュエル・ケ
アーの機器から連想される精度と信頼性
をもって満たします。2270 型の使いやす
さを体験するためには、www.bksv.comへ
アクセスし、オンラインのデモをご覧下
さい。

詳細情報については、ブリュエル・ケア
ー・ジャパンにまでお問い合わせくださ
い。

2270 型ハンドヘルドアナライザ
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2270 型がベールを脱ぐ

HEADQUARTERS: DK-2850 Nærum · Denmark · Telephone: +4545800500 
Fax: +4545801405 · www.bksv.com · info@bksv.com

ブリュエル・ケアー・ジャパン
スペクトリス株式会社　ブリュエル・ケアー事業部
東京都品川区北品川1丁目8番地11号（ダヴィンチ品川Ⅱ）　　　　 TEL.03（5715）1612

大阪府大阪市淀川区宮原3丁目5番地24号（新大阪第一生命ビル）　TEL.06（4807）3261

愛知県名古屋市中区錦1丁目20番19号（名神ビル）　　　　　　　  TEL.052（220）6081
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